
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第３教区第７３番常源寺 

住所：福島県伊達郡桑折町大字南半田字上下ヶ入１ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の影響があり、寺院所在地の放射線量は部分的に高い。 

・行政も除染を行っているが、完全ではない。 

・後継者の問題を抱えている。 

・布施収入が減少した。 

檀信徒の現状 

・放射能汚染の影響により避難を強いられている檀家があるが、居住先はほ

ぼ把握できている。 

・被災により、お参りに来られない檀信徒がいる。 

地域の現状 
・風評被害により農作物の販売不振がある。また、若者が地元の農作物を

食べなくなった。 

復興の状況 

・倒壊した墓石等はほぼ修復された。 

・被災した檀信徒の家屋等の修復工事がほぼ終わる時期を見計らい、今秋か

ら寺の修復工事を予定しているので、それまでは被害箇所の修繕の様子を

報告することができない。そのため、復旧計画はできているが未着手であ

り、３年以内の完了を目指している。 

・災害復興対策貸付金は申請手続きが煩雑なため、利用予定はない。 

（H25.8.30現在） 

 


